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3 月 7 日（土）に広島県福山市にある新勝寺　禅と庭のミュージ
アム　特別見学会に参加しました。

新勝寺は、禅・建築・庭園・現代アートを体験できる寺院であり、
新建築やCasa BRUTUSなどの建築系の雑誌を始め、様々な雑誌に
掲載されたことがある寺院です。私も過去に何度か紙面で新勝寺の
ことを目にしていたものの、訪れる機会をなかなか設けることがで
きずに今日まで来てしまったのですが、建築士会で特別見学会が開
催されると知り、さらに建物解説までしていただけるとのことで、
この機会を逃してはいけないと思い、参加してまいりました。

当日は薄曇りで肌寒い気候の中、寺院ということもあり凛とした、
少し背筋が伸びるような空
気を感じました。

総門をくぐり境内に入る
と、最初に目に飛び込んで
くるのが、建築家・藤森照
信氏の設計による「松堂」
です。雑誌で目にしたこと
のある建物でしたが、実物
と対面するのは今回が初め
てでした。案内の方から建
物の設計意図や施工上の工
夫、そして藤森氏の建築哲
学についての解説を伺い、
写真や誌面からは伝わりき
らない存在感を、実際の空
間を通じて感じることがで
きました。

次に向かったのは「洸庭」
です。ブリッジを渡る手前
の段階から、宙に浮いてい
るかのような独特のフォル
ムが視界に入ってきます。
近づくにつれ、こけら葺き
によって大きな舟底が表現
されていることが明らかに
なり、その造形美に圧倒さ
れ、職人さんの丁寧な仕事
ぶりに頭が下がる思いがし
ました。

設計当時の背景や意図に
ついての解説を聞く中で、
舟底の下に設けられたベン
チに腰を下ろすと、柱の間
から望む庭の景色が、まる
で額縁に納められた一枚の
絵画のように見えるとのこ
とで、確かに絵画のような
美しい庭が見えました。

庭の中にふと違和感を
覚えた景色があり、それは
真っ黒で波打つようなソテ
ツが植わっていることによ
るもので、この違和感は意
図されたものだと聞きまし

た。ソテツがなければ景色が整いすぎてしまうため、あえて「均衡を
崩す要素」として配置されているのだそうです。その話を聞いてか
ら改めて眺めると、ソテツの役割に納得できました。もし解説がな
ければ「何だろうコレ、ちょっと枯れてない？」という感想しか私か
らは生まれなかったと思いますので、解説していただけることによ
り感じ方、見え方のバリエーションが増えることを改めて感じました。

舟型の建物の内部では、イ
ンスタレーション作品を体験
しました。目を閉じているの
か開いているのかも判然とし
ないほどの漆黒の暗闇の中、
かすかな光とともに水や波の
気配が感じられる、深い沈黙
と静寂に満ちた空間でした。
写真撮影ができない空間であ
り、例え撮影できたとしても
真っ暗な画像となりますので、これはぜひ実際に現地を訪れて体感
していただきたい作品です。

続いて、国際禅道場へと案内されました。普段は一般に開放され
ていないこの建物内部に、今回は特別に入ることができました。堂
内に踏み入ると、天井いっぱいに描かれた龍の絵が目に飛び込み、
その迫力は圧巻でした。龍の絵を天井面に施すにあたっての技法や、
施工の際に直面した困難について解説を伺い、完成した作品の背後
にある職人さんたちの苦労と技術の深さを、わずかながら感じ取る
ことができました。

さらに、一般非公開となっている「大徹堂」にも案内していただき、
修行者たちの日々の過ごし方や生活の様子について説明をいただき
ました。普段は決して触れることのできない修行の世界の一端を垣
間見る、貴重な体験となりました。

見学後には、五観堂にて昼食をいただきました。椎茸から丁寧に
取ったお出汁を用いたうどん、精進ふりかけなど、精進料理の一部
を味わう得難い機会を得ました。素材の持ち味を引き出した滋味深
い味わいは、これまで体験したことのないものであり、食を通じて
寺院の文化や精神性に触れることができたように感じました。

懇親会（昼食会）では、今回のイベントの開催意図についての説明
があり、建築士会の新入会員
に向けた特別企画であること
を知りました。見学会参加者
は総勢23名、そのうち新入会
員はわずか2名であり、少し寂
しさを感じましたが、今後の
イベントでお会いできること
を楽しみにしています。

今回、通常の拝観では決し
て得られない
体 験 が で き、
とても充実し
た見学会でし
た。今 後 も こ
のような機会
が あ れ ば、積
極的に参加し
ていきたいと
思います。

　　　　新勝寺　禅と庭のミュージアム　特別見学会
　　　広島支部　　本庄　樹

青年委員会
女性委員会
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CPD認定プログラム（5〜7月の広島県内実施分）�
2026年4月9日現在

日  時 プログラム名 単位 主　催 連絡先

5/20 既存住宅状況調査技術者講習（新規） 5 広島県建築士会 082-244-6830
6/  3 電気設備保全担当者　基礎講習会（1日目）6/3 5 日本電気協会 中国支部 082-243-4237
6/  3 建築業務の効率化 1 ジツタ中国 082-244-2331
6/  4 H3201 冷媒配管の施工と空調機器据付け技術 6 高齢・障害・求職者雇用支援機構　広島支部広島職業能力開発促進センター 082-245-4338
6/  4 電気設備保全担当者　基礎講習会（2日目）6/4 5 日本電気協会 中国支部 082-243-4237
6/10 監理技術者講習 6 広島県建築士会 082-244-6830
6/11 高度化ICT・建設DX・CIM最新情報（第1部） 6 インターウェーブ 050-1790-1678
6/13 H1401 ドローンを活用した測量実践技術 5 高齢・障害・求職者雇用支援機構　広島支部広島職業能力開発促進センター 082-245-4338
6/14 H1401 ドローンを活用した測量実践技術 5 高齢・障害・求職者雇用支援機構　広島支部広島職業能力開発促進センター 082-245-4338
6/16 【第1回】労働安全衛生特別教育（高圧・特別高圧電気）講習会（1日目）6/16 6 日本電気協会 中国支部 082-243-4237
6/17 【第1回】労働安全衛生特別教育（高圧・特別高圧電気）講習会（2日目）6/17 6 日本電気協会 中国支部 082-243-4237
6/17 第一種電気工事士定期講習（広島市）6/17 6 電気工事技術講習センター  03-3435-0897
6/18 既存住宅状況調査技術者講習（更新） 2 広島県建築士会 082-244-6830
6/23 【第1回】労働安全衛生特別教育（低圧電気）講習会（広島会場） 8 日本電気協会 中国支部 082-243-4237
6/25 H0401 実践建築設計2次元CAD技術（詳細図編） 5 高齢・障害・求職者雇用支援機構　広島支部広島職業能力開発促進センター 082-245-4338
6/26 H0401 実践建築設計2次元CAD技術（詳細図編） 5 高齢・障害・求職者雇用支援機構　広島支部広島職業能力開発促進センター 082-245-4338
6/27 高圧ケーブル工事技能認定講習会【1日目】6/27 5 日本電気協会 中国支部 082-243-4237
6/28 高圧ケーブル工事技能認定講習会【2日目】6/28 5 日本電気協会 中国支部 082-243-4237
6/29 H0701 BIMを用いた建築生産設計技術（建築モデル作成編） 5 高齢・障害・求職者雇用支援機構　広島支部広島職業能力開発促進センター 082-245-4338
6/30 H0701 BIMを用いた建築生産設計技術（建築モデル作成編） 5 高齢・障害・求職者雇用支援機構　広島支部広島職業能力開発促進センター 082-245-4338
6/30 高圧受電設備規程講習会（1日目）6/30 5 日本電気協会 中国支部 082-243-4237
7/  1 H0901 実践建築設計3次元CAD技術（入力編） 5 高齢・障害・求職者雇用支援機構　広島支部広島職業能力開発促進センター 082-245-4338
7/  1 高圧受電設備規程講習会（2日目）7/1 5 日本電気協会 中国支部 082-243-4237
7/  2 H0901 実践建築設計3次元CAD技術（入力編） 5 高齢・障害・求職者雇用支援機構　広島支部広島職業能力開発促進センター 082-245-4338
7/  8 監理技術者講習 6 広島県建築士会 082-244-6830
7/  9 既存住宅状況調査技術者講習（新規） 5 広島県建築士会 082-244-6830
7/11 H0601 建築施工図作成・管理支援技術 5 高齢・障害・求職者雇用支援機構　広島支部広島職業能力開発促進センター 082-245-4338
7/12 H0601 建築施工図作成・管理支援技術 5 高齢・障害・求職者雇用支援機構　広島支部広島職業能力開発促進センター 082-245-4338

本会の広報誌「建築士HIROSHIMA」と
　　　　　　　　　連合会の機関紙「建築士」は
2026年5月から隔月（奇数月）の発送となります。
本会の広報誌「建築士HIROSHIMA」については、先般1月号

において2026年度から隔月（奇数月）発行となることをお知らせ
しました。また、連合会の機関紙「建築士」については、2027年
1月から、奇数月は紙ベース冊子発行、偶数月の冊子はWeb配信
となる予定です。
本会では来年度の予算において経費削減が必要となりましたの

で、本会広報誌「建築士HIROSHIMA」と連合会の機関紙「建築
士」について、今年5月から奇数月の隔月発送とさせて頂きますの
で、ご了承ください。（3月18日の理事会で承認を頂きました。）
会員の皆様方には、何とぞご理解頂きますようお願い申し上げます。

2026年度定時総会及び
懇親会のお知らせ

■開催日時　2026年6月6日（土）
■総　　会　14：30～16：30
■懇  親  会　17：15～19：00
　会費　6,500円
　※総会の終了時刻は多少前後する可能性があります。
■会　　場
　総会会場　広島県情報プラザ 地下多目的ホール
　　　　　（広島市中区千田町3-7-47）
懇親会会場　料亭 久里川（広島市中区千田町3-2-3）

出欠回答ハガキを会報誌４月号に同封しておりますので、
ご記入の上、5月27日（水）までに必ずご返送くださいま
すようお願い申し上げます。
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表紙写真について
学校法人松本学園 広島桜が丘高等学校
特別教室棟  SAKU LAB
●設計・監理 ／ 株式会社古本建築設計

古本　竜一、奥田秀樹、升本徳之
●施 工 ／ 株式会社　増岡組
●所 在 地 ／ 広島市東区山根町36 番1号
●用 途 ／ 高等学校
●構 造 規 模 ／ 鉄骨造　地上4 階建
●敷 地 面 積 ／ 26,345.12㎡
●建 築 面 積 ／ 360.93㎡
●延 床 面 積 ／ 827.54㎡
●竣 工 日 ／ 2025 年 8月

学校改革により様々な試みが推進される広島桜が丘高等学校。その特別教
室棟の新築工事である。敷地は広島駅の北、山並みの中腹にあり周囲は豊
かな緑に囲まれる。
形態をすり鉢状とすることで1階部分のグラウンドの面積制限に対して建物
全体で最大限の床面積を確保した。また、建設地の三方は市街化調整区域
に囲まれているが、出隅をR形とすることで境界際まで建築可能とした。
内部構成は1階にホール・更衣室、2階はホールの吹き抜け・トイレ、3階は
音楽室・eスポーツルーム、4階はラーニングコモンズとテラスから成る。
上階各室は四方を連続する窓とし、視線は市街地や山並みへと抜け開放感
をもたらしながら、既存校舎から内部の様子も把握でき、生徒に寄り添う環
境を整えた。eスポーツルームは黒色の内装により仲間と競技に集中・没頭
出来る。ラーニングコモンズでは明るく温かい木質調で統一し、生徒や教員
のコミュニケーションの促進や学業に専念できる空間とした。
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第34回全国まちづくり会議inみやぎ
「東日本大震災から15年　復興の形と記憶の継承」

－建築士会が関わった復興住宅の今と震災遺構を訪ねる－  まちづくり委員長　福馬　晶子　

令和8年1月30日（金）31日（土）の2日間で、「第34回
全国まちづくり会議inみやぎ」が行われた。

東日本大震災から15年の節目を迎えた。建築士会や建
築士は大震災直後から被害対応や復興に関わり、翌年には
女川町の住民から復興住宅の建設や高台移転に関する支
援の要請があり、連合会会長、まちづくり委員長、宮城県
建築士会会長が先頭に立ち、支援にあたった。

大震災から10年目の令和3年にその成果の確認のため
大震災をテーマに「第29回まちづくり会議」を企画した
が、新型コロナウイルス感染症の流行により現地開催を中
止し、会誌『建築士　2021年7月号』への報告になった。

それから5年が経過し、大震災の遺構を訪ね、建築士会
が関わった復興住宅の住民から災害発生時や復興時、現在
のお話を伺い、被災地や住民の心の復興状況、課題を確認
し、今までの東北や能登半島等の復興に活かし、今後の南
海トラフ地震や首都直下地震等の防災に寄与できるよう、
会が開催された。

1 日目は、青葉山公園の江戸時代の片倉屋敷の空間構
成を参考に設計されたビジターセンター仙臺緑彩館で、
女川町産業振興課参事 木村明宏氏より「女川のまちづく
り－非居住地と移転・新たな町の整備－」、宮城県復興危
機管理部防災推進課より「巨大地震・津波の被害想定と
必要な備え・行動」の講演を受けて、災害初期からまち
づくりに関わっている宮城県建築士会まちづくり委員 
木津努氏等を含めてパネルディスカッションが行われ
た。

2日目は、バスで女川町に向かった。
女川町では、女川レンガ通りの町を体感、坂茂設計で

JR駅舎でもある女川温泉ゆぽっぽを見学し、震災遺構で
ある旧女川交番を見学した。

女川町震災復興事業として、津波が襲来しても大丈夫な
高さまでかさ上げし、高台移転した女川の新たな町は、女
川駅前シンボル空間として区画整理で公共施設を駅前に
集約させ、店舗も公共からの賃貸として更新可能なシステ
ムとし、誰もが落ち着け、イベントがしやすく、花火も皆
が通りから目の前に上がるのを見える、よく考えられた空
間デザインだ。両脇の建物も公共施設や店舗などがデザイ

ン的に統一されている。1日目にパネルディスカッション
で登壇された、元は他都市に住んでいたのに復興支援で女
川に入り、その後住みこんでまちづくりに関わられている
宮城県建築士会まちづくり委員 木津努氏の設計の建物もあ
るとのこと。

女川レンガ通りは、女川駅前シンボル空間／女川町震災
復興事業として土木学会デザイン最優秀賞を受賞した。

海と共に生きてきた女川のまちが、津波の被害があって
も、海と共に生きていく決意や気持ちが感じられる。

その後、女川町まちなか交流館で「女川町竹浦北地区の
復興とまちづくり」と題し、女川町竹浦行政区元区長 鈴
木成夫氏、前区長 鈴木誠喜氏から、建築士会で合意形成
や都市や建築のデザインで支援した壊滅漁港の竹浦地区
の高台移転について、被災当時から今までの復興住宅の設
計を行った経緯のお話などを伺った。苦難の中、より良い
デザインのまちを作っていきたいという気概が感じられ
るお話だった。

その後、石巻市震災遺構門脇小学校とみやぎ東日本大震
災津波伝承館を見学した。

私は相馬市で被災地支援として建築物の再建業務を
行った経験があり、女川も被災当時及び嵩上げ工事の姿な
ど何回も訪れているため、その時の状景を思い出したとと
もに、素晴らしい復興を成し遂げた女川や石巻の皆さんの
ご苦労と成果を感じ、こみ上げるものがあった。

津波で壊滅した街を山を切り住宅地とし、盛土をして商業地等とした。浸水する
場所は工場などを想定する。

石巻市震災遺構門脇小学校。子どもの避難後、
津波が襲来し、延焼した被害が見える。

旧石巻ハリストス正教会教会堂。
旧北上川の中州だが奇跡的に助かる。

みやぎ東日本大震災津波伝承館。
設計は山下設計。

石ノ森萬画館。震災時は1階が浸水した。
行った日は周囲の工事で休館中だった。

ゆぽっぽ遠景　設計は坂茂。山の稜線に合わせた
アイストップとなるシンボル建築

震災遺構　津波により建物が倒れ、
杭が丸出しになった警察署

土木学会デザイン賞を受賞した
女川駅前のレンガ通り

ゆぽっぽ内装　ワー
クショップタイル

公共施設ゾーン
の整備
公共施設ゾーン
の整備
公共施設ゾーン
の整備

避難時間を配慮し避
難所を適正に配置
避難時間を配慮し避
難所を適正に配置
避難時間を配慮し避
難所を適正に配置

高台住宅地ゾーン 商業観光ゾーン
水産加工ゾーン

緑地帯

まちづくり
委 員 会
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　　　　　　豊島美術館　見学会　
事業委員会　委員長　浦山　豊隆

　　　　　　広島県からのお知らせです　～木造一戸建て住宅の耐震改修補助金について～

令和7年度公開まちづくりセミナーの講師にSANAA
の西沢立衛先生をお迎えすることに関連し、3月15日、西
沢立衛先生の代表作である豊島美術館（2012年日本建築
学会賞受賞）の見学会を事業委員会有志ほか、6名で開催
しました。

当日は早朝、岡山の宇野港に集合して豊島に渡り、一日
がかりで、瀬戸内国際芸術祭の会場でもある、現代アート
をめぐりながら、レンタルの電動自転車で豊島全体を周回
するという見学ルートとしました。

豊島美術館は瀬戸内海を望む、見晴らしの良い丘の中に
あって、福武財団が休耕田を整備した棚田に隣接しています。

建築は風景と一体となって溶け込むように、敷地の一角
に水滴のように、自由曲
線の形態をとり、自然の
なかに埋め込まれてい
ます。

コンクリート一枚で
仕切られた内部は美術
家・内藤礼氏による、「母
型」という泉のアートと
一体となるよう、外界と
遮断され、2 ヶ所の円形
の開口部で切り取られ
ています。

風景、泉のアート、建築がそれぞれの相関関係として一
体となっている、開口部の下では建築が介在するというよ
り、陽ざしや吹き込む風のもとで風景と泉のアートとが一
体となっている、視線を変えれば、風景と建築とアートが
一目にして一体となっているという内部空間を感じられ
ます。（内部の撮影ができませんでしたので、ぜひ現地に
行ってみてください。）

当日は、季節的にも晴天にも恵まれ、豊島の起伏のある
坂道を電動自転車で走りますと、瀬戸内海の風を感じられ
て、とても清々しい一日となる見学会となりました。

事業委員会では講演会開催にとどまらず、いろいろな企
画にもチャレンジできればと考えています。

昭和56年5月31日以前建築の木造一戸建てにお住まい
の方について、最大115 万円の補助を受けることができま
す。（市町との協調補助）

広島県では、地震による住宅の倒壊等の被害を防止する
ため、耐震改修に係る費用の一部を補助する制度を各市町
とともに創設しています。耐震化に関する工事であれば、
リフォームに併せた耐震改修、建て替えなどにも利用でき
ますので、ぜひご活用ください。

市町によって補助の内容が異なりますので、詳しい内容
については広島県のHPをご覧ください。

【広島県住宅耐震化促進支援制度】
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/taishin-madoguchi/
taishinhojo-jyutaku.html

広島県土木建築局　建築課　建築安全担当
082－513－4133

事業委員会

行政情報
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写真7　各タイル破断面の中性化状態

写真8　タイルのパンチング（せん断）破壊状態

評価値2．51　4．34　　1．81　2．44　1．65　　2．43　1．00　1．00
図3　曲げ・せん断強度比較と相乗評価値比較

3．考察
3．1　曲げ試験
図3から、竜山石青（G）を用いたタイルを基準に他の骨

材を使ったタイルの曲げ強度を比較すると、十和田湖軽石
（B）はGの3．26倍あり、十和田湖軽石（31％）と消石灰・
石灰製砂（20％）の配合が効果的であると考える。このグ
ラフから●の消石灰・石灰製砂（20％）の配合のタイルは
他のタイルより曲げ強度が大きい。また、竜山石青と骨材
は異なるが配合の同じタイルとの曲げ強度の比較をみる
と、A型・C型・E型は1．58，1．69，1．70倍あり、竜山
石青配合のタイル強度より、1．5倍以上の曲げ強度差があ
り、竜山石青より有効であると考える。しかし、H型のタ
イルセルペンは竜山石青とほぼ同等であると考えられる。
このグラフから●で示した各骨材とも消石灰・石灰製

砂20％のタイルが曲げ強度に対しては有効なタイルであ
ることがわかった。

3．2　せん断強度比較
写真8，図3より竜山石青（G型）　を使ったタイルを基

準に他の骨材を使ったタイルのせん断強度を比較すると、
消石灰12％・石灰製砂31％の十和田湖軽石（A型）は、同
じ配合の竜山石青（G型）の1．59倍あり、骨材による差に
よるものと考える。また、曲げ強度と同様、●の消石灰・

石灰製砂（20％）の配合のタイルは竜山石青より1．33倍、
1．38倍、1．27倍とせん断強度は大きくなっており、強度
増大に有効な配合であると考える。それに対して十和田
湖軽石以外の消石灰12％・石灰製砂31％のタイルは、ほ
ぼ竜山石青とせん断応力度は同等であり、差がないことが
わかった。

3．3　強度相乗評価値比較
図3の下段に示す、曲げ強度とせん断強度を相乗した強

度相乗評価値として強度比較をすると、十和田湖軽石、新
島コーガ石、美濃白川麦飯石、タイルセルベン、竜山石青
の順で強度相乗評価値は小さくなることがわかった。こ
れは強度評価として竜山石青は、他の骨材のタイルよりも
強度が小さい。

3．4　中性化進行状態
写真7は、各タイルの写真4で実施した曲げ試験後の破

断面にフェノールフタレイン溶液を霧吹きで吹きかけて、
各タイルの中性化進行状態を見たものである。それによ
ると各タイルの曲げ破壊後の破断面は赤くなっており、ア
ルカリ性を示し、中性化していないことがわかる。即ち、
調湿試験時の吸水重量が増加している一因に炭酸化の影
響も含まれている可能性はあるが、各タイルは中性化して
いないことから経過日数と吸湿量の関係に中性化の影響
は無視できると考えられる。

4．まとめ
以上の強度試験とその1，その2を含めた実験結果より、

竜山石青・タイルセルベンは強度特性・湿潤試験から強
度が低く水に脆弱で他タイルより低ランクであるが、実験
で用いた全てのタイルは調湿効果を狙ったものであれば
室内タイル材として適している。その中で、特に十和田湖
軽石B型・美濃白川麦飯石F型・十和田湖軽石B型・新
島コーガ石D型タイルは優れている。

5．総括
その1～その3で述べた調湿漆喰タイルを総括すると、

十和田湖軽石B型・A型及び美濃白川麦飯石F型は調湿
試験・強度試験・湿潤試験の結果、タイル材として非常に
優れていることがわかった。その内、十和田湖軽石A型は
調湿試験の吸水量が若干小さいが、平衡状態時の吸水量に
至ってからは、室内湿度に対して非常によく追随してお
り、十分タイル材として適しているといえる。新島コーガ
石D型は十和田湖軽石B型と調湿試験・強度試験・湿潤
試験がほぼ同等な性質をもっている。
しかし、この度の実験で用いたタイルの中では、竜山石

青・タイルセルベンは強度特性・湿潤試験を見ると、他
より強度が低く、水に対して脆弱であることから低ラン
クに位置する。しかし、室内タイル材として調湿効果につ
いては、室内湿度に良く追随しており、適していると考え
る。ただし、水のかかる浴室や外壁などには不向きのタイ
ル材である。
以上のことから、この度の実験で用いたタイルを調湿効

果のみを狙ったのであれば、全て室内タイル材として適し
ていると考える。その中でも、特に十和田湖軽石B型・美
濃白川麦飯石F型・十和田湖軽石B型及び新島コーガ石
D型は非常に優れたタイル材である。

7

骨材の異なる調湿漆喰タイルの調湿試験及び強度試験に関する研究
　　　　　 その3　調湿試験の分析及び考察について

執筆責任者　森村　毅 （呉支部）

1．研究目的
その1（2026年1月号）、その2（2026年3月号）の報告で
は写真1に示す8種類の異なる調合の漆喰タイルの調湿試
験結果の分析および考察について述べたが、本報告では漆
喰タイルの強度試験について報告する。

写真1　A ～ H型試験体

以上のその1～その3の結果を踏まえて、それぞれのタ
イルの特性を明らかにすることが本研究の目的である。
A型・B型・十和田湖軽石　C型・D型・新島コーガ石

2．強度試験の実験概要
2．1　試験方法
強度試験に用いるタイルは写真1に示す9mm厚、1辺
110mmの正方形である。試験方法は写真2，図1の2点

（a）上　　面　　　　　　　（b）斜め面
写真2　曲げ試験支点用装置

（a）上　　面　　　　　　　　（b）斜め面
写真3　パンチング（せん断）試験支点用装置

単純支持による曲げ試験と写真3、図2の周辺単純支持に
よる中央集中荷重方式のパンチング（せん断）試験である。

2．2　破壊試験方法と実験結果
写真4及び写真5はタイルの曲げ試験と一点集中荷重の
パンチング試験の様子である。写真6は各タイルの曲げ破
壊状態を、写真7は曲げ試験時破断断面にフェノールフタ
レイン溶液を吹き付け後の各タイル断面の中性化進行状
態を示し、白色は中性化、赤色はアルカリ性を示す。写真
8はパンチング試験時破壊状態である。

図1　曲げ用試験装置

図2せん断用試験装置

    写真4　曲げ試験方法　　       写真5　パンチング試験方法

図3は各タイルの曲げ荷重とパンチング荷重からタイ
ル中央断面の曲げ強度と支点部分の反力からせん断強度
を求め、それを棒グラフに示したものである。

写真6　各タイルの曲げ破壊状態

特集記事
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■■  指指定定確確認認検検査査機機関関 ■■  指指定定構構造造計計算算適適合合性性判判定定機機関関 ■■  登登録録住住宅宅性性能能評評価価機機関関

■■  登登録録建建築築物物エエネネルルギギーー消消費費性性能能判判定定機機関関 ■■  適適合合証証明明業業務務（（フフララッットト３３５５）） ■■  長長期期使使用用構構造造等等のの確確認認業業務務

■■  住住宅宅瑕瑕疵疵担担保保責責任任保保険険業業務務

本社　〒730-0013　広島市中区八丁堀15-8-6F

TEL：082-836-3300　FAX：082-228-8201

東京支店：東京都千代田区神田富山町22-7F

URL　https://www.jesupport.jp/ 　e-mail：mail@jesupport.jp 福岡支店：福岡県福岡市中央区天神四丁目3-30-7F

「「よよりり早早くく・・よよりり親親切切にに・・よよりり分分かかりり易易くく」」ををモモッットトーーにに
よよりり確確かかななササーービビススをを提提供供ししまますす

　　　　株株式式会会社社  ジジェェイイ・・イイーー・・ササポポーートト

■■  建建築築物物省省エエネネルルギギーー性性能能表表示示制制度度
  （（BBEELLSS））評評価価業業務務

■■  調調査査診診断断業業務務
　　　　（（遵遵法法性性調調査査、、定定期期報報告告等等））

12条点検は弊社におまかせください

中国エリアをすっぽりカバーしています中国エリアをすっぽりカバーしています

https://www.jutakuhosho.com/
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　　　　　　技術研修委員会活動報告　
広島支部　技術研修委員会　奥谷　泰知

■ 研修会の報告
今年度の研修会は、令和4年にJRあき亀山駅前に移転
した「広島市立北部医療センター安佐市民病院」で実施し
ました。
令和7年度最後の日曜日である3月29日に開催したた
め、人数が集まるか不安でしたが、当日の飛び入り参加も
含めると31名の方々にご参加いただきました。
講師には、建設当時、設計と工事監理を担当された内藤
建築事務所の3名に京都からお越しいただきました。
この研修会は「技術研修」ということもあり、免震構造
の内容をメインにご説明していただき、
・耐震、制震、免震の違い
・免震構造のしくみ（建物と地盤を分離する、揺れを吸
収するなど）
といった免震構造の基本的な内容から、
・病院に免震構造を採用するメリット（医療機能の継続、
災害対応力の向上など）

・安佐市民病院で実際に採用した構造の概要（免震装置
の種類やそれぞれの写真・配置、免震Exp．Jとその
注意点など）

・今年1月6日に島根県東部で発生した地震（鳥取県で
最大震度5強、広島市で震度3）での加速度や免震の
効果
など専門的な内容まで、わかりやすく丁寧にご説明いた
だきました。
また、現地視察では、地震で建物が地盤に対してどれだ
け動いたかを記録する「ケガキ板」の実物を見ることがで
き、今年1月6日に発生した地震で実際に記録されたもの
についても解説していただきました。
ケガキ板に変位が記録されたということは、建物と地盤
が別々の動きをしたということであり、免震の機能が確か
に発揮されたことを示しています。

質疑応答では、両手の指が埋まる勢いで次々と質問をい
ただきました。中には、深掘りした内容も多く、参加され

たみなさまの関心の高さを肌で感じました。私個人とし
ても勉強になり、大変有意義な研修会となりました。
最後に、年度末の多忙な時期に来てくださったみなさ
ま、企画段階から協力をいただいたみなさま、改めて感謝
申し上げます。本当にありがとうございました。
今後も建築技術に関する研修会を開催していきますの
で、積極的な参加をお願いいたします。

■ おまけ
この研修にはもう一つの楽しみがありました。
安佐市民病院の北側道路向かいにある、土日限定でそば
打ち名人（豊平流そば打ち最高位！）が打ったそばが食べ
られる「縁が和カフェ」。
店員さんにおすすめを教えていただき、ざるそばと「と
り南蛮つゆ」（炊き込みご飯も追加）を注文し、おいしくい
ただきました。

↑ケガキ板

↑注目を浴びていた木製の受水槽

↑座学の様子

広島支部
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